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こ
の
ロ
シ
ア
の 

“
宣
戦
布
告
も
な
い
戦

争
”
目
的
は
、
「
プ
ー
チ
ン
と
若
者
と
の
対

話
」
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
旧

ロ
シ
ア
領
土
で
あ
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
を
取

り
戻
す
た
め
急
襲
演
習
の
矛
先
を
侵
略
に
変

え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
ク
リ
ミ
ヤ
半
島
侵
略

と
同
様
短
期
間
で
そ
れ
が
可
能
と
す
る
計
画

も
極
め
て
幼
稚
な
内
容
で
あ
る
が
、
２
１
世

紀
の
世
界
に
お
い
て
も
領
土
の
史
実
を
蔑

（
な
い
が
し
）
ろ
に
し
、
昔
の
状
態
に
す
べ

く
軍
を
動
か
す
大
統
領
が
存
在
す
る
事
が
明

確
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
常
識
を
疑
う
バ

カ
げ
た
思
想
を
持
つ
“
大
統
領
”
が
世
界
に

は
存
在
す
る
と
言
う
事
実
か
ら
、
他
に
も
似

た
よ
う
な
国
の
存
在
、
生
起
を
否
定
で
き
な

い
と
い
う
恐
怖
の
現
実
味
を
世
界
に
強
烈
に

認
識
さ
せ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
強
烈
な
意
志
の
発
信
と

諸
外
国
の
“
援
護
射
撃
” 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

民
は
民
主
主
義
世
界
に
強
烈
な
発
信
を
連
日

行
い
今
や
日
米
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸

国
を
は
じ
め
Ｇ
７
（
先
進
７
か
国
）、
国
連
加

盟
国
の
ほ
ぼ
全
世
界
か
ら
支
持
を
受
け
て
い

る
。
代
表
的
な
記
事
の
概
要
を
列
挙
す
る
。 

３
月
１
０
日
の
新
聞
報
道 

「
兵
力
を
確
保

す
る
た
め
、
１
８
歳
～
６
０
歳
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
男
性
の
出
国
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
中
、

国
を
守
る
た
め
、
家
族
を
守
る
た
め
の
戦
闘

に
参
加
す
る
た
め
国
外
に
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
民
の
帰
国
が
増
加
し
６
万
人
帰
国
」 

４
月
２
８
日
の
新
聞
報
道 

ド
イ
ツ
は
対
空

戦
車
の
供
与
を
発
表
。
ド
イ
ツ
は
「
２
次
大

戦
後
、
平
和
主
義
の
立
場
か
ら
紛
争
地
に
殺

傷
兵
器
は
送
ら
な
い
」
の
原
則
や
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
闘
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
る
べ
き
で

な
い
」
と
の
難
色
の
姿
勢
か
ら
一
変
し
、
現

実
的
対
応
に
大
転
換
。 

５
月
２
４
日
の
新
聞
報
道 

露
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
か
ら
３
か
月
経
過
。
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

最
高
会
議
（
議
会
）
は
戦
争
の
長
期
化
に
対 
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し
戒
厳
令
及
び
１
８
～
６
０
歳
男
性
の
徴
兵

を
可
能
に
す
る
総
動
員
令
を
そ
れ
ぞ
れ
９
０

日
間
延
長
す
る
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
令
を

承
認
し
た
。 

６
月
１
６
日
の
新
聞
報
道 

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

防
衛
コ
ン
タ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
」
の
会
議
（
ベ

ル
ギ
ー
の
ブ
ル
ッ
セ
ル
）
は
６
月
１
５
日
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
要
請
（
重
火
器
１
５
５
ミ

リ
榴
弾
砲
１
，
０
０
０
門
、
Ｍ
Ｌ
Ｒ
Ｓ
（
多

連
装
ロ
ケ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
）
９
，
３
０
０
基
、

戦
車
５
０
０
両
、
装
甲
車
両
２
，
０
０
０
台
、

無
人
機
１
，
０
０
０
機
）
に
対
し
オ
ー
ス
チ

ン
米
国
防
長
官
の
主
催
に
よ
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

等
約
５
０
カ
国
が
参
加
し
協
議
を
開
始
。 

６
月
１
９
日
の
新
聞
報
道 

Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連

合
）
の
執
行
機
関
で
あ
る
欧
州
委
員
会
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
「
Ｅ
Ｕ
加
盟
候
補
国
」
と
し
て

認
め
る
よ
う
勧
告
し
た
。
６
月
２
４
日
頃
承

認
か
？ 

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
」
が
我
が
国
に
も
た
ら

し
て
い
る
数
多
く
の
示
唆
、
難
問 

 

表
題
に
関
し
て
多
く
の
研
究
者
、
識
者
、

政
治
家
、
大
学
教
授
等
が
多
方
面
か
ら
各
種

の
考
え
方
等
を
述
べ
て
い
る
が
、
筆
者
も
無

関
心
で
は
居
れ
な
い
。 

 

「
そ
の
第
１
」
は
「
国
の
独
立
と
安
全
を

守
り
、
維
持
す
る
に
必
要
な
要
素
、
要
件
は

何
か
」
に
尽
き
る
。
答
え
は
単
純
明
快
で
あ

る
。
即
ち
国
の
骨
幹
で
あ
る
「
国
の
独
立
と

安
全
を
守
り
、
維
持
す
る
に
必
要
な
憲
法
を

創
る
（
改
正
す
る
）
こ
と
で
あ
る
」
そ
し
て

「
国
を
守
る
強
固
な
意
志
」
と
「
他
国
か
ら

の
侵
略
を
抑
止
さ
せ
る
に
必
要
な
強
力
な
防

衛
力
、
軍
隊
を
構
築
す
る
事
」
が
第
１
条
件

で
あ
る
。 

 
「
そ
の
第
２
」
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
弱
点
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
「
１
国
防
衛
の
脆
弱
性
」

で
あ
る
。
蓋
を
開
け
れ
ば
国
連
の
安
全
保
障

理
事
会
は
、
１
国
の
拒
否
権
で
今
回
の
ロ
シ

ア
の
謀
略
、
不
法
侵
略
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民

へ
の
無
差
別
攻
撃
、
殺
戮
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、 

子
供
、
女
性
へ
の
言
語
を
失
う
残
虐
行
為
に

対
し
国
連
は
何
も
で
き
な
い
、
無
能
組
織
で

あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
そ
れ
を
カ
バ
ー

す
る
方
法
は
強
力
な
民
主
的
な
集
団
的
防
衛

態
勢
の
構
築
に
尽
き
る
。
現
在
の
国
連
は
全

く
機
能
し
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
ず
べ
き
で
あ

る
。 

「
そ
の
第
３
」
は
「
各
種
の
条
約
は
一
夜
に

し
て
反
故
化
す
る
」
と
言
う
事
で
あ
る
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
安
全
保
障
も
そ
の
一
例
で
あ
る

し
、
２
次
大
戦
末
期
の
日
ソ
不
可
侵
条
約
の

破
棄
も
し
か
り
。
ま
た
ロ
シ
ア
の
我
が
国
と

の
平
和
条
約
交
渉
中
断
、
北
方
領
土
、
日
韓

間
の
各
種
の
問
題
も
し
か
り
で
あ
る
。 

 

「
そ
の
第
４
」
は
「
義
務
教
育
か
ら
高
校
、

大
学
に
至
る
ま
で
我
が
国
の
領
土
に
関
す
る

教
育
の
脆
弱
さ
」
で
あ
る
。
八
木
秀
次
麗
澤

大
学
教
授
の
記
事
「
健
全
な
領
土
教
育
が
国

家
の
独
立
を
守
る
」
に
尽
き
る
が
、
我
が
国

の
領
土
意
識
の
低
さ
は
与
野
党
共
に
呆
れ
る

ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
北
方
担
当
大
臣

は
望
遠
鏡
で
の
ぞ
く
程
度
で
、
ロ
シ
ア
と
交

渉
し
た
と
は
寡
聞
に
し
て
全
く
知
ら
な
い
。 

 

「
軍
隊
」
を
持
た
な
い
我
が
国
が
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
同
じ
よ
う
な
状
況
に
陥
っ
た
場

合
、
他
国
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
で
あ
ろ

う
か
？
多
分
、
暗
に
自
業
自
得
と
の
表
現
を

使
い
、
現
在
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
各
国
か
ら
受
け

て
い
る
支
援
は
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、“
平
和
憲
法
”
に
寄
り
添
い
戦
後
７
０

年
間
も
何
も
し
て
い
な
い
能
天
気
な
国
家
に

対
す
る
目
は
厳
し
い
も
の
と
な
ろ
う
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
を
先
頭
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
兵
は
勿
論
、
全
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

民
の
「
戦
い
抜
く
」
と
の
気
概
が
漲
っ
て
お

り
そ
の
迫
力
に
世
界
は
感
動
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
結
果
主
要
国
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

自
国
の
重
火
器
武
器
を
提
供
し
、
ロ
シ
ア
へ

の
対
抗
姿
勢
を
強
力
に
支
援
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
状
況
は
少
な
く
と
も
年
内
は
続

く
で
あ
ろ
う
と
米
国
は
見
て
い
る
。 

 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
は
我
が
国
に 

何
を
知
ら
せ
て
い
る
か 

湘
南
支
部
長 

清
﨑 

忠
圀 

筆
者
が
住
む
町
内
会
会
長
就
任
の
挨
拶
文

が
回
覧
さ
れ
た
。
「
主
権
国
家
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
ロ
シ
ア
が
軍
事
侵
攻
し
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
独
裁
者
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
市
民
に

対
し
蛮
行
が
行
わ
れ
多
く
の
市
民
が
犠
牲
に

な
っ
て
い
ま
す
。
我
が
国
の
平
和
憲
法
が
根

底
か
ら
覆
さ
れ
脆
弱
性
を
あ
ら
わ
に
し
ま
し

た
。」
と
あ
っ
た
。
今
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

に
対
す
る
我
が
国
の
実
態
を
突
く
正
鵠
を
得

た
挨
拶
文
と
感
じ
た
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
に
対
す
る
ロ
シ
ア
大
統
領

（
プ
ー
チ
ン
）
の
蛮
行
の
中
身 

以
下
は
日
々
の
新
聞
報
道
に
よ
る
記
事
を

基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。 

マ
ス
コ
ミ
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
何
故

急
遽
、
国
連
の
安
全
保
障
理
事
会
で
の
拒
否

権
を
武
器
に
そ
の
機
能
無
能
化
を
計
算
し
た

上
、
身
勝
手
か
つ
国
連
憲
章
は
固
よ
り
国
際

法
の
無
視
を
平
然
と
行
い
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

民
へ
の
無
差
別
攻
撃
、
殺
傷
、
殺
人
（
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
）、
強
制
搬
送
・
・
・
惨
（
む
ご
）

た
ら
し
い
報
道
内
容
、
表
現
不
可
能
な
凄
惨

な
写
真
報
道
を
介
し
て
全
世
界
に
そ
の
狂
人

的
行
為
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
日
々
そ
の
内

容
は
泥
沼
化
を
呈
し
て
お
り
深
ま
る
ば
か
り

で
あ
り
、
会
員
各
位
ご
承
知
の
通
り
の
状
況

で
あ
る
。
更
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
権
を
「
ネ
オ

ナ
チ
」
な
ど
と
称
し
、
侵
略
目
的
に
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
非
ナ
チ
ス
化
」
を
掲
げ
て
い
る
。

ま
た
ロ
シ
ア
国
民
の
８
割
以
上
が
こ
れ
を
支

持
し
て
い
る
と
言
う
か
ら
時
代
錯
誤
も
甚
だ

し
い
が
、
理
解
に
苦
し
む
国
民
性
で
は
あ
る
。 

ま
た
、
プ
ー
チ
ン
氏
は
２
月
２
４
日
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
不
法
侵
攻
か
ら
３
日
後
の
２
月
２

７
日
、
核
戦
力
を
警
戒
態
勢
に
移
行
さ
せ
る

よ
う
指
示
し
、
も
は
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
み
な

ら
ず
世
界
に
向
け
た
核
使
用
の
意
図
が
あ
る

と
言
う
恫
喝
を
明
ら
か
に
し
た
。 
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品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。 

梅
雨
時
期
で
朝
か
ら
雨
が
心
配
の
曇
天
の
一
日

で
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
中
、
一
五
○
○
無
事
ハ
イ
キ

ン
グ
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
回
は
、
１
０

月
の
予
定
で
す
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
４
年
度
年
会
費
納
入
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
六
月
二
十
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

特
別
法
人
会
員 

 

平
塚
八
幡
宮
、 

協
力
会
員 

 

岩
岸
久
子
、 

特
別
会
員 

 

原
博
章
、
堀
岡
忠
重
、
飯
島
邦
光
、
吉
田
実
、

山
本
哲
、
川
内
美
喜
男
、
甘
粕
和
彦
、
下
田

益
子
、
宮
城
覚
映
、
松
長
泰
幸
、
松
澤
宏
海
、

臼
井
忠
欣
、
市
川
和
広
、
原
康
二
、
星
野
剛

士
、
喜
瀬
美
恵
子
、 

正
会
員 

 
 

小
林
貞
雄
、
其
浦
勇
治
、
横
山
安
廣
、
対
馬

正
幸
、
田
島
俊
宏
、
三
澤
征
治
、
荻
原
洋
聡
、

野
田
義
信
、
馬
見
塚
哲
夫
、
山
本
新
吾
、
相

馬
孝
良
、 

冒
頭
の
「
我
が
国
の
平
和
憲
法
が
根
底
か
ら
覆
さ

れ
脆
弱
性
を
あ
ら
わ
に
し
ま
し
た
。」
を
肝
に
銘
ず
べ

き
で
あ
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

隊
友
会
県
会
長 

表
彰
状
・
感
謝
状
贈
呈 

令
和
４
年
度
神
奈
川
県
隊
友
会
会
長
の
表
彰
状
・

感
謝
状
が
六
月
一
二
日
県
総
会
の
場
に
お
い
て
湘
南

支
部
の
次
の
方
々
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

表
彰
状
・
正
会
員 

石
川 

潤
一 

氏 

「
平
成
２
４
年
以
来
、
支
部
理
事
役
と
し
て
隊
友
会

の
諸
活
動
、
業
務
運
営
に
尽
力
さ
れ
会
勢
拡
大
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
」 

感
謝
状
・
特
別
会
員 

國
松 

誠 
氏 

「
平
成
９
年
以
来
、
支
部
特
別
会
員
と
し
て
神
奈
川

自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
へ
の
広
告
協
賛
並
び
に
県
議
会

議
員
と
し
て
地
域
行
政
と
隊
友
会
活
動
の
パ
イ
プ
役

を
務
め
ら
れ
隊
友
会
の
拡
充
発
展
に
大
い
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
」 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
四
年
度 

隊
友
会
総
会
へ
の 

議
決
権
行
使
の
委
任
状
に
つ
い
て 

 

令
和
四
年
度
隊
友
会
総
会
が
、
６
月
２
２
日
グ
ラ

ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
に
際
し
、

議
決
権
の
行
使
（
委
任
状
）
が
求
め
ら
れ
、
議
決
権

が
あ
り
ま
す
正
会
員
に
対
し
郵
送
に
よ
る
委
任
状
の

送
付
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
お
蔭
様
に
て
求
め
ら
れ

ま
し
た
正
会
員
の
３
分
の
２
以
上
（
一
〇
四
通
）
の

委
任
状
の
送
付
が
あ
り
。
神
奈
川
県
隊
友
会
松
岡
県

会
長
が
出
席
し
議
決
権
を
行
使
で
き
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
正
会
員
各
位
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

（
湘
南
支
部
長
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

日
本
人
の
減
少 

働
く
外
国
人
の
増
加 

支
部
理
事
役 

皷 

達
也 

去
年
の
夏
に
老
人
ホ
ー
ム
を
数
日
勤
務
し
て
日
本

の
少
子
化
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
介
護
職
に

外
国
人
が
多
く
、
雑
談
で
何
を
話
し
て
い
る
の
か
わ

か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
看
護
師
も
中
国
で
看
護
師

を
取
得
し
て
日
本
で
再
取
得
し
た
方
（
お
そ
ら
く
日

本
国
籍
）
が
勤
務
し
て
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
の
疫
学
調
査
で
も
周
囲
に
外
国
籍
の
方
が 

編
集
後
記 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
収
ま
ら
な
い
中
、

新
た
な
サ
ル
痘
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
３
０
ヵ
国
で

感
染
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄
稿

の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

 

・07/21（木） 

 ７月隊友紙発送 

・08/06（土） 

 第４回支部理事役会 

・08/17（水） 

 ８月隊友紙発送 

・09/10（土） 

 第５回支部理事役会 

・09/中旬 

 部隊研修（未定） 

・09/22（木） 

 ９月隊友紙発送 

多
く
居
住
し
就
労
し
て
い
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。 

２
０
０
８
年
の
外
国
人
労
働
者
は
約
５
万
人
で
あ

る
が
２
０
１
９
年
は
１
２
７
万
人
と
増
加
し
て
い

る
。
外
国
人
が
多
く
な
っ
た
背
景
に
は
２
０
０
２
年

Ｅ
Ｐ
Ａ
（
Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｃ 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ

ｓ
ｈ
ｉ
ｐ 

Ａ
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
締
結
や
介
護

に
従
事
す
る
外
国
人
の
受
入
れ
（
２
０
１
７
年
９
月

施
行
）
高
度
人
材
ポ
イ
ン
ト
制
の
導
入
（
２
０
１
２

年
５
月
施
行
）
総
合
特
区
に
お
け
る
特
定
伝
統
料
理

海
外
普
及
事
業
外
国
人
の
受
入
れ
（
２
０
１
３
年
１

１
月
施
行
）
国
家
戦
略
特
区
に
お
け
る
家
事
支
援
外

国
人
の
受
入
れ
（
２
０
１
５
年
９
月
施
行
）
国
家
戦

略
特
区
に
お
け
る
農
業
支
援
外
国
人
の
受
入
れ
（
２

０
１
９
年
９
月
施
行
）
な
ど
在
留
資
格
や
外
国
人
受

け
入
れ
の
取
組
み
は
多
数
定
め
ら
れ
て
い
る
。
人
口

増
加
に
よ
り
失
業
対
策
や
国
民
所
得
の
増
加
が
急
務

と
さ
れ
て
い
る
国
も
あ
る
。
一
方
で
日
本
で
は
２
０

１
０
年
代
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
と
少
子
化
に
よ

る
生
産
人
口
の
減
少
が
顕
著
で
し
た
。
高
齢
者
人
口

が
右
肩
上
が
り
の
状
況
で
介
護
ニ
ー
ズ
は
年
々
高
ま

り
外
国
人
の
活
用
が
必
須
と
な
っ
た
。 

一
方
で
、
働
け
る
の
に
就
業
し
な
い
ニ
ー
ト
の
数

も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
ニ
ー
ト
数
（
若
年
無
業
者
）

は
２
０
０
０
年
ま
で
は
５
０
万
人
台
で
推
移
し
て
い

た
が
２
０
２
０
年
に
は
８
７
万
人
に
増
加
し
て
い
る

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
解
雇
や
休
業
状
態

の
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
関
係
）
。
少
子
化
が

進
む
中
、
就
業
（
学
業
含
む
）
し
て
い
な
い
人
も
増

え
、
外
国
人
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

私
は
陸
上
自
衛
隊
で
食
堂
勤
務
を
経
験
し
た
が
、
最

近
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
な
っ
て
い
る
。
少
子
化

と
近
隣
諸
国
の
情
勢
や
災
害
派
遣
な
ど
役
割
が
増
加

し
自
衛
官
が
不
足
し
て
い
る
。
い
つ
の
日
か
後
方
支

援
業
務
を
外
国
人
が
担
当
す
る
日
が
来
る
の
は
妄
想

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。 

 

子
供
・
若
者
白
書
に
よ
る
と
「
就
業
希
望
者
の
う

ち
非
求
職
者
」
の
場
合
、
現
在
病
気
や
け
が
で
求
職

が
か
な
わ
な
い
事
例
が
も
っ
と
も
多
く
３
３
．
６
％
。

一
方
、
就
業
そ
の
も
の
を
望
ん
で
い
な
い
人
は
自
信

が
な
い
、
特
に
理
由
な
し
の
人
は
約
２
６
％
も
い
る
。

就
労
意
欲
の
あ
る
者
は
病
気
や
け
が
が
治
れ
ば
就
労 

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
就
労
意
欲
の
な
い
者

は
非
就
業
状
態
を
継
続
す
る
可
能
性
が
高
く
問
題

か
つ
課
題
で
あ
る
。 

 

国
防
面
に
関
し
て
は
外
国
人
に
依
存
す
る
の
は

不
安
が
残
り
、
働
く
気
の
な
い
者
・
自
信
の
者
を

就
業
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
国
力
（
国
防
・

経
済
と
も
に
）
低
下
予
防
に
は
必
須
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
就
労
で
き
る
の
に
就
業
し
な
い
人
が

増
え
続
け
る
状
況
で
は
国
防
・
経
済
と
も
に
国
力

低
下
の
一
途
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。 

半
官
半
民
の
予
備
自
の
待
遇
改
善
や
訓
練
参
加

し
や
す
い
制
度
作
り
も
少
な
い
人
材
の
国
防
へ
の

有
効
活
用
に
な
る
と
思
う
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

二
宮
、
大
磯
方
面
名
所
旧
跡
探
勝
ハ
イ
キ
ン
グ 

担
当
理
事
役 

石
川 

潤
一 

 

湘
南
支
部
は
、
６
月
１
８
日
（
土
）
に
二
宮
、

大
磯
方
面
へ
の
名
所
旧
跡
探
勝
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実

施
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
支
部
長
以
下
７
名
、
一
○
○
○
Ｊ

Ｒ
二
宮
駅
を
ス
タ
ー
ト
し
、
徳
富
蘇
峰
記
念
館
、

相
模
國
総
社
六
所
神
社
、
旧
吉
田
茂
邸
、
明
治
記

念
大
磯
邸
園
、
旧
島
崎
藤
村
邸
、
Ｊ
Ｒ
大
磯
駅
の

約
７
．
５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
途
中
、
旧

吉
田
邸
の
真
向
か
い
に
位
置
す
る
旧
三
井
別
邸
地

区
の
大
磯
城
山
（
じ
ょ
う
や
ま
）
公
園
の
展
望
台

で
昼
食
を
摂
っ
た
。 

 

徳
富
蘇
峰
記
念
館
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
等
に
よ
る

説
明
を
受
け
蘇
峰
の
人
物
像
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
旧
吉
田
茂
邸
は
、
平
成
２
１
年
に
全
部
を
焼

失
し
、
そ
の
８
割
を
再
建
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

さ
す
が
首
相
の
屋
敷
と
感
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
。 

 
明
治
記
念
大
磯
邸
園
は
、
現
在
は
ま
だ
工
事
中

で
あ
り
、
旧
伊
藤
博
文
邸
は
な
く
、
旧
大
隈
重
信

邸
、
旧
陸
奥
宗
光
邸
も
工
事
中
で
邸
内
に
入
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
工
事
終
了
は
、
令
和
７
年

の
予
定
で
完
成
後
に
再
度
訪
れ
た
い
も
の
で
あ

る
。 

 

最
後
に
訪
れ
た
旧
島
崎
藤
村
邸
は
、
藤
村
が
昭

和
１
７
年
８
月
か
ら
翌
１
８
年
８
月
２
１
日
に
没

す
る
ま
で
住
ん
で
い
た
家
で
、
藤
村
の
未
完
の
作 


